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　五十崎の柿原地区などに広く伝わる「虫送り」が８月
21 日、柿原川周辺などで行われました。この伝統行事
では火を灯したたいまつを持って虫を追い払い、地域の
五穀豊穣を願います。集まった住民は鐘や太鼓を鳴らし
ながら、田んぼのあぜ道などを練り歩きました。また大
久喜地区の大師堂では保存会による踊り念仏が行われ、
地域の無病息災と家内安全を祈りました。

五穀豊穣の願いを炎に込めて
町内各地で伝統の「虫送り」

寄贈したＤＶＤを手にする徳田さん（左）と小泉さん

たいまつの炎が幻想的な情景を浮かべる

再演しない劇団の舞台が図書館で再び――
劇団オーガンスが全作品のＤＶＤを寄贈

　劇団オーガンス（代表・徳田幸
こ う じ

治さん）がこのほど、内
子町図書情報館に同劇団の公演が収録されたＤＶＤ・全
21 巻を寄贈しました。徳田さんは「旗揚げ 25 周年を機
に映像を全てデジタル化した。活動の記録がまちのため
になれば」と話します。小泉明

あ き こ

子館長は「町内に劇団が
あることは素敵なこと。貸し出しを始めたので、多くの
人にオーガンスを知ってほしい」と喜びました。

標高1,000㍍で林業と山遊びを体感
「ワンツーツリーフォレスト」

　林業を楽しく学ぶイベント「ワンツーツリーフォレスト」
（同実行員会主催、武田惇

しゅんすけ

奨実行委員長）が８月 24・25 の
両日、ソルファ・オダスキーゲレンデで行われました。
　今年で３回目となる人気のイベントで、２日間で約
850 人が来場。ラジコンで木材の搬出などが体験できる

「ジオラマ林業！ ラジコン操作体験」や、廃材を使って
イスや棚などを作れる木工体験のほか、林業機械で丸太
を積んだり、ミニショベルでボールをすくったり、森林
を探険したりと、遊びながら森や林業を学べる体験を楽
しみました。内子町森林組合などによる杉の伐採や藤岡
林業による最新の林業機械の作業実演など、木林業に関
わる人々の仕事を知った参加者は「枝付きの木を一瞬で
丸太にする機械がすごかった」「木が倒れる瞬間を初め
て見た。また来たい」と林業への関心を深めていました。
　武田さんは「子どもたちが熱心に林業と向き合う姿を、
スタッフのみんなと共有できたよかった。今後も学びの
体験を提供しつつ、来場者と一緒になって楽しめるイベ
ントに育てたい」と思いを語りました。

1_子どもも大人も夢中になった「ジオラマ林業！ ラジ
コン操作体験」　2_「イラスト木工プレート作り」に挑戦
したよ　3_木材搬出を疑似体験できる「こどもきこり市
場」　4_「ミニショベルでボールすくい」を親子で楽しむ
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　「櫨
はじぞめ

染ワークショップ」が８月４日、木蠟資料館上芳我
邸で行われました。７人の参加者が綿ストールを染めな
がら、木蠟の原料となる櫨

はぜ

の文化を学びました。櫨染の
金色に近い色は、富と幸せをもたらすといわれるそうです。
学芸員の小野翠

みどり

さんは「材料の調達が難しいので、町内
でも櫨の植栽が広がればうれしい。冬にも開催する予定
なので、ぜひ体験してほしい」と呼び掛けました。

美しい黄
こがねいろ

金色のストールづくりから
櫨文化を学ぶ「櫨染ワークショップ」

「きれいに染まった」と満足そうな参加者の皆さん

夏休みには内子の伝統や文化に触れよう
文化協会の「子ども文化体験教室」

　「子ども文化体験教室」（内子町文化協会主催）が８月
10日、共生館で開かれました。押し花アートや剣詩舞、
シルクスクリーン版画など６つの教室があり、約120人の
参加者が夢中になって制作活動を楽しんでいました。サ
マーリースづくりの講師・野中惠

え み こ

美子さんは「うずら豆な
ど15種類の豆や種を用意した。子どもたちが感触やにお
いを楽しんでくれてよかった」と話しました。

茨城と鳥取の試合を皮切りに熱戦が繰り広げられた

　日本野球機構（ＮＰＢ）が主催する「ＮＰＢガールズトー
ナメント2019 全日本女子学童軟式野球大会」が８月３～
８日の間、愛媛県内で開かれ、内子球場でも予選の５試
合が３・４の両日に行われました。同球場で行われた開
会式では、全日本軟式野球連盟の木下宗

むねあき

昭会長が「素晴
らしい球場で野球ができることは喜ばしいこと。思い出
に残る大会にして」とあいさつしました。

全国の強豪チームが内子球場で熱戦
「ＮＰＢガールズトーナメント2019」

剣詩舞教室では扇の開け方やさばき方を学んだ

　「夏山ネイチャーキャンプ 2019」（ソルファ・オダスキー
ゲレンデ主催）が８月５～ 10 日の５泊６日の日程で、
小田深山で開かれ、町内外から 36 人が参加しました。
子どもたちの感性を豊かにしようとテント泊体験や自然
工作、ブナ林のハイキングなど、自然と親しむプログラ
ムが盛りだくさんで、子どもたちは「友達ができて楽し
かった。冬山のキャンプも来たい」と笑顔でした。

新しい友達との忘れられない夏――
５泊６日で小田深山の大自然体験

ブナ林に会うために約３㌔の山道を歩く子どもたち


